
　
　
　
　
　
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
川
　
和
　
彦

　
　
　
　
　
　
　
」

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
一
国
、
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
、
す
で
に
、
そ
の
簡
単
な
紹
介
お
よ
び
主
要

法
令
の
翻
訳
が
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
訳
編
『
現
代
世
界
独
占
禁
止
法
令
集
』
（
日
本
生
産
性
本
部
、
昭
和
三
四
年
刊
）
に
お
い
て

も
な
さ
れ
て
い
る
（
三
六
三
ぺ
ー
ジ
以
下
）
。
こ
の
書
物
が
あ
る
以
上
、
重
ね
て
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
が
、
先
般
、

吉
永
教
授
か
ら
、
右
の
書
物
の
中
の
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制
に
関
す
る
叙
述
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
と
し
て
、
質
問
を
寄
せ
ら
れ

た
。
さ
っ
そ
く
、
右
の
書
物
の
叙
述
と
手
許
に
あ
る
文
献
と
照
合
す
る
と
、
右
の
書
物
の
叙
述
に
必
ず
し
も
正
確
と
言
え
な
い
箇
所

が
若
干
散
見
さ
れ
た
。
恐
ら
く
は
そ
の
翻
訳
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
典
に
よ
ら
ず
、
英
文
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
重
訳
さ
れ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制

研
究
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す
で
に
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
一
部
が
重
複
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
、
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制
の
紹
介
を

試
み
る
の
は
以
上
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
で
あ
る
。

　
順
序
と
し
て
、
ま
ず
、
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制
を
概
観
し
、
次
い
で
、
主
要
法
令
の
試
訳
を
か
か
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二

Ｉ
　
メ
キ
シ
コ
で
は
、
独
占
の
禁
止
は
基
本
的
に
は
憲
法
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
憲
法
（
正
確
に
は
連
邦
制
を
と
っ
て
い
る

の
で
、
連
邦
憲
法
）
は
一
九
一
七
年
の
制
定
で
、
そ
の
第
二
八
条
に
独
占
と
専
売
の
禁
止
を
う
た
っ
て
い
る
。
一
九
一
七
年
の
憲
法
は

一
九
一
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
革
命
（
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
已
の
理
念
を
具
体
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
、
特
に
、
土
地
所
有
権
に
関
す
る
第
二

七
条
、
労
働
者
の
権
利
に
関
す
る
第
一
二
三
条
な
ど
が
知
ら
れ
、
個
人
の
利
益
よ
り
も
社
会
の
利
益
の
重
視
を
特
色
に
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
独
占
の
禁
止
の
規
定
も
そ
の
一
貫
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
規
定
は
、
実
は
、
一
九
一
七
年
の

憲
法
に
お
い
て
初
め
て
も
う
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
前
の
一
八
五
七
年
の
憲
法
の
規
定
を
受
け
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
。

二
　
一
八
五
七
年
の
憲
法
は
メ
キ
シ
コ
と
し
て
は
第
三
次
の
憲
法
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
は
一
八
五
六
年
の
ア
ュ
ト
ラ
宣
言
（
Ｉ
～
ｄ
ｅ

Ａ
ｙ
ｕ
ｔ
ｌ
ａ
）
に
始
る
改
革
（
汐
｛
ａ
～
｝
の
動
き
の
さ
中
で
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
改
革
を
推
進
し
た
自
由
主
義
的
な
思
想
の
影
響
の

下
に
、
基
本
的
人
権
に
つ
き
多
く
の
条
文
を
さ
き
、
ま
た
、
教
会
の
土
地
所
有
の
原
則
的
禁
止
を
う
た
う
な
ど
、
画
期
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
成
果
を
採
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
独
占
の
禁
止
は
専
売
の
禁
止
と
と
も
に
五
七
年
の
憲
法
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

　
第
二
八
条
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独
占
、
い
か
な
る
種
類
の
専
売
も
、
ま
た
、
産
業
の
保
護
を
理
由
と
す
る
禁
止
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
通
貨
の
鋳

　
造
、
郵
便
、
な
ら
び
に
、
時
期
を
限
っ
て
、
発
明
者
も
し
く
は
何
ん
ら
か
の
改
良
の
完
成
者
に
法
律
が
付
与
す
る
特
典
に
関
す
る

　
も
の
の
み
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
営
業
の
自
由
に
関
す
る
規
定
（
第
四
条
）
も
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
お
か
れ
た
の
は
、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル

の
考
え
方
の
下
で
は
国
が
自
由
な
通
商
に
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
独
占
の
存
在
が
一
旦
許
さ
れ
る
と
、
国
は
干
渉
で
き
な
い

の
で
、
憲
法
で
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
ど
、
さ
ら
に
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
当
時
に
さ
か
の
ぼ

る
独
占
と
い
う
よ
り
買
占
め
に
よ
る
長
い
間
の
弊
害
、
ま
た
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
時
代
の
財
政
を
支
え
る
た
め
の
専
売
の
悪
政
、
と
い

う
事
情
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

三
　
一
九
一
七
年
二
月
五
日
、
ケ
レ
タ
ロ
の
制
憲
議
会
で
、
革
命
の
理
念
を
採
り
入
れ
て
現
行
の
憲
法
は
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
規
定
の
多
く
は
一
八
五
七
年
の
憲
法
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
お
り
、
独
占
の
禁
止
に
関
す
る
第
二
八
条
も
基
本
的
に
は
そ
う
で
あ

っ
た
。
第
一
統
領
カ
ラ
ン
サ
の
提
出
し
た
草
案
と
、
五
七
年
憲
法
の
文
言
と
比
べ
る
と
、
相
違
点
は
、
第
二
八
条
に
関
し
て
は
、
国

が
担
当
す
べ
き
活
動
の
列
挙
を
増
や
し
た
こ
と
、
お
よ
び
合
理
的
な
価
格
の
維
持
を
力
強
く
言
言
す
る
こ
と
の
付
加
に
限
ら
れ
て
い

た
が
、
審
議
の
過
程
に
お
い
て
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
点
が
追
加
さ
れ
、
現
行
法
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
独
占
・
専
売
の
禁
止
の
適
用
除
外
に
単
一
発
券
銀
行
の
創
設
が
加
え
ら
れ
た
。

　
次
に
、
ュ
カ
タ
ン
代
表
の
提
案
に
よ
り
、
そ
の
地
方
の
特
産
品
で
あ
る
ヘ
ニ
ケ
ン
（
ｒ
ｇ
ｉ
ｙ
）
の
特
殊
性
、
す
な
わ
ち
、
外
国

の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
買
い
た
た
き
に
対
抗
す
る
た
め
の
ヘ
ニ
ケ
ン
生
産
良
民
の
組
織
の
必
要
か
ら
、
そ
の
組
合
設
立
を
適
用
除
外
と

す
る
よ
う
な
第
四
項
が
設
け
ら
れ
た
。

－141－



－142－

　
今
一
つ
は
、
独
占
の
禁
止
の
労
働
組
合
へ
の
適
用
除
外
で
あ
る
。
ケ
レ
タ
ロ
の
制
憲
議
会
は
、
ヴ
ィ
ジ
ャ
系
や
サ
パ
タ
系
の
代
表

者
の
参
加
は
排
除
さ
れ
、
カ
ラ
ン
サ
系
の
代
議
員
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、
労
働
者
の
利
益
の
擁
護
も
は
か
ら

れ
た
の
で
あ
り
、
Ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｎ
氏
か
ら
の
提
案
に
も
と
づ
き
、
現
行
の
第
三
項
が
追
加
さ
れ
た
。

四
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
憲
法
第
二
八
条
の
形
成
に
お
い
て
米
国
法
の
影
響
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
理
的
に
両
国
は
隣
接
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
国
の
法
制
は
法
系
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ュ
カ
タ
ン
代
表
の
提
案
に
よ
る
ヘ
ニ
ケ
ン
生
産
者
組

合
、
実
は
輸
出
組
合
の
適
用
除
外
は
米
国
の
ウ
ェ
ッ
ブ
・
ポ
メ
リ
ン
法
（
一
九
一
八
年
）
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
労
働

組
合
の
反
独
占
法
か
ら
の
適
用
除
外
は
米
国
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
カ
リ
ジ
ョ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
（
ｃ
ａ
ｒ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｏ
　
Ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
）

は
影
響
を
肯
定
す
る
。
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
が
、
労
働
組
合
へ
の
独
占
禁
止
の
適
用
除
外
を
提
案
し
た
ヴ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ル
セ
ン
氏
が
英
語

を
解
し
、
社
会
問
題
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
事
実
か
ら
、
米
国
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
カ
リ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

ョ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
に
同
調
す
る
。

五
　
一
七
年
の
憲
法
第
二
八
条
は
独
占
お
よ
び
専
売
の
不
存
在
を
宣
言
し
（
第
一
項
）
、
続
い
て
、
次
の
も
の
が
訴
追
さ
れ
、
か
つ
処

罰
さ
れ
る
と
い
う
（
第
二
項
）
。

　
ａ
　
価
格
の
つ
り
上
げ
を
目
的
と
す
る
必
需
品
の
独
占

　
ｂ
　
商
工
業
な
ど
の
自
由
競
争
の
回
避
を
目
的
と
す
る
行
為

　
ｃ
　
競
争
を
回
避
し
、
消
費
者
に
不
当
な
対
価
を
強
制
す
る
企
業
者
の
協
定
も
し
く
は
結
合

　
ｄ
　
公
衆
一
般
も
し
く
は
特
定
の
社
会
階
級
の
者
の
損
害
に
お
け
る
特
定
の
者
の
不
当
な
利
益
と
な
る
事
項

　
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
後
で
、
労
働
組
合
お
よ
び
輸
出
組
合
に
関
す
る
適
用
除
外
を
規
定
す
る
（
第
三
項
、
第
四
項
）
。



　
し
か
し
、
こ
の
憲
法
の
規
定
を
実
施
す
る
機
関
に
つ
い
て
文
言
は
な
く
、
ま
た
、
罰
則
の
具
体
的
内
容
も
憲
法
中
に
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
を
補
完
す
べ
く
、
い
く
つ
か
の
法
令
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
㈹
　
一
九
三
四
年
八
月
二
九
日
付
独
占
に
関
す
る
憲
法
第
二
八
条
組
戦
法
に
y
O
r
g
a
n
i
c
a
d
Q
}
y
次
回
{
o
に
8
C
O
n
s
t
i
t
u
c
i
o
-

n
a
l

e
n

M
a
t
e
r
i
a
d
Q
Z
呂
0
り
0
}
{
o
a

　
本
法
が
い
わ
ゆ
る
独
占
法
（
に
y
d
e

M
o
n
o
p
o
l
i
o
s
）
で
あ
る
。
本
法
は
、
ま
ず
、
独
占
お
よ
び
専
売
の
禁
止
を
宣
言
し
（
一
条
）
、

次
い
で
、
独
占
を
一
般
に
定
義
し
（
三
条
）
、
さ
ら
に
、
独
占
の
推
定
さ
れ
る
場
合
（
四
条
）
、
お
よ
び
独
占
の
企
図
の
推
定
の
あ
る
場

合
（
五
条
）
を
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
違
反
者
に
対
す
る
営
業
停
止
、
罰
金
な
ど
の
罰
則
を
お
く
。
そ
の
反
面
、
国
が
認
可
も
し
く

は
監
督
の
形
で
介
入
す
る
場
合
、
料
金
表
の
承
認
を
も
っ
て
直
接
関
与
す
る
、
ま
た
は
国
が
資
本
参
加
す
る
場
合
な
ど
、
独
占
の
推

定
に
対
す
る
除
外
例
（
六
条
）
、
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
種
々
の
調
整
規
定
が
同
時
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
一
九
四
五
年
一
一
月
二
三
日
付
憲
法
弟
二
八
条
組
織
法
第
四
条
第
Ⅱ
号
に
規
定
す
る
認
可
の
付
与
を
規
制
す
る
命
令
一
〇
）
ｅ
ｃ
-

　
　
r
e
t
o

q
u
e

R
e
g
l
a
m
e
n
t
a

e
l

O
t
o
r
g
a
m
i
e
n
t
o

d
e

l
a
s

A
u
t
o
r
i
z
a
c
i
o
n
e
s

a

q
u
e

s
e

R
e
f
i
e
r
e

l
a

F
r
a
c
c
i
o
n

I

d
e
l

A
r
t
i
c
u
l
o

4
｡
d
e

l
a

L
e
y

O
r
g
a
n
i
c
a

d
e
l

A
r
t
i
c
u
l
o

2
8
C
O
M
t
{
t
g
{
0
口
器

　
本
命
今
は
そ
の
表
題
に
示
す
如
く
、
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
第
四
条
第
Ⅱ
号
の
推
定
独
占
の
適
用
除
外
に
関
す
る
も
の
で
、
本
命

令
は
、
独
占
の
推
定
に
対
す
る
反
証
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
数
多
く
規
定
し
て
い
る
。
言
わ
く
、
費
用
低
減
、
価
格
引
下
げ
、
仲
介

者
排
除
、
経
営
合
理
化
、
過
当
競
争
排
除
、
新
規
企
業
の
創
設
、
有
用
な
斜
陽
産
業
の
維
持
、
公
正
取
引
規
定
の
設
定
、
国
内
に
影

響
を
及
ぼ
さ
ぬ
輸
出
の
促
進
な
ど
で
あ
る
。

　
㈲
　
一
九
三
八
年
八
月
二
日
付
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
第
五
条
第
Ⅳ
号
お
よ
び
第
Ｖ
号
規
則
｝
F
叫
r
S
a
t
o
d
e

l
a
s

F
r
a
c
c
i
-
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ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
　
Ｉ
Ｖ
　
ｙ
　
Ｖ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｏ
　
５
。
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｌ
ｅ
ｙ
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
０
に
８
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｃ
ｉ
０
口
ｐ
｝

　
本
規
則
は
、
そ
の
表
題
の
如
く
、
抽
選
販
売
、
割
引
販
売
に
関
す
る
。

　
㈲
　
一
九
四
一
年
一
二
月
三
〇
日
付
独
占
に
関
す
る
憲
法
第
二
八
条
組
戦
法
第
一
五
条
規
則
Ｒ
ｅ
ｇ
ｌ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｏ
　
１
５

　
　
ｄ
Ｑ
ｒ
ｒ
Ｑ
ｙ
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｏ
　
２
８
Ｃ
Ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
　
ｄ
ｅ
　
Ｍ
［
ｏ
ｎ
ｏ
ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｏ
ｓ

　
本
規
則
は
、
生
活
必
需
品
に
関
す
る
事
業
者
の
政
府
へ
の
屈
出
に
関
す
る
。

　
㈲
　
一
九
四
二
年
八
月
一
〇
日
付
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
第
七
条
第
Ⅱ
号
規
則
を
改
正
す
る
命
令
Ｄ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
ｏ
　
　
　
ｑ
ｕ
ｅ
　
　
Ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ

　
　
ｅ
ｌ
　
Ｒ
ｅ
ｇ
ｌ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
Ｆ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｏ
　
７
。
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｌ
ｅ
ｙ
　
　
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｄ
Ｑ
｝
降
灰
ｃ
巴
０
に
８
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
-

　
　
ｎ
ａ
ｌ

　
本
命
今
は
食
料
品
の
最
高
価
格
制
に
関
す
る
。

　
㈲
　
一
九
三
一
年
一
二
月
一
八
日
付
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
規
則
Ｒ
ｅ
ｇ
ｌ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｌ
ｅ
ｙ
ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｏ
　
２
８

　
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

　
一
九
三
一
年
法
は
、
一
九
三
四
年
法
（
独
占
法
）
の
制
定
に
と
も
な
い
廃
止
さ
れ
た
が
、
一
九
三
一
年
法
規
則
は
、
一
九
三
四
年
法

の
内
容
に
牴
触
し
な
い
限
り
、
引
続
き
、
行
な
わ
れ
て
い
る
。

六
　
以
上
、
憲
法
第
二
八
条
、
お
ょ
び
同
条
組
織
法
そ
の
他
の
反
独
占
法
令
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
通
覧
す
る
と
、
そ
れ
ら
憲

法
を
補
完
す
べ
き
特
別
法
令
は
、
実
は
、
第
二
八
条
に
う
た
わ
れ
て
い
る
憲
法
本
来
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
三
四
年
の
憲
法
第
二
八
条
組
教
法
第
四
条
の
推
定
独
占
の
定
義
に
お
い
て
、
国
の
認
可
・
監
督
な
し
に
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
そ
の
要
件
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
反
対
解
釈
す
る
と
、
国
（
具
体
的
に
は
、
経
済
省
）
の
認
可
・
監
督
が
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あ
れ
ば
、
独
占
が
推
定
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

‰

、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
一
九
三
五
年
の
命
令
が
制
定
さ
れ
、
政
府
の
指
導
・
監
督

を
条
件
と
し
て
、
反
独
占
体
制
に
突
破
口
が
開
か
れ
る
に
至
っ
て
い
る
〇

　
こ
の
言
わ
ば
緩
和
の
方
針
を
さ
ら
に
押
し
進
め
た
の
が
一
九
三
七
年
の
「
製
品
の
配
給
お
よ
び
販
売
の
た
め
の
生
産
者
団
体
法
」

　
（
Ｌ
ｅ
ｙ
　
ｄ
ｅ
　
Ａ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ａ
ｒ
ａ
　
ｌ
ａ
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｂ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｙ
　
Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｓ
ｕ
ｓ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
）
で
、
本
法
は
、
生
産
者
相

互
間
の
過
当
競
争
に
よ
り
、
ま
た
、
投
機
業
者
の
策
略
に
よ
り
競
争
力
の
な
い
商
品
の
生
産
を
振
興
し
、
か
つ
配
給
を
規
制
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
経
済
省
が
適
切
と
判
断
す
る
場
合
、
生
産
者
団
体
を
設
立
せ
し
め
、
同
種
の
商
品
生
産
業
者
に
加
入
を
義
務
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

る
も
の
で
（
強
制
カ
ル
テ
ル
）
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
事
業
者
団
体
の
設
立
が
認
可
さ
れ
て
い
る
〇

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
関
心
事
は
反
競
争
的
慣
行
で
は
な
く
、
も
っ
ば
ら
、
価
格
の
問
題
な
い
し
産
業

の
振
興
の
問
題
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
セ
プ
ル
ヴ
ェ
ダ
は
、
一
九
五
一
年
の
「
経
済
に
関
す
る
連
邦
政
府
の
権
限
に
関
す
る
法

律
」
（
Ｌ
ｅ
ｙ

ｓ
ｏ
ｂ
ｒ
ｅ
　
Ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｂ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
　
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ｅ
ｊ
ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｉ
ｖ
ｏ
　
Ｆ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
　
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
　
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
）
を
あ
げ
、
価
格
の
問
題
に
引
続
き
主
眼
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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三

　
次
に
、
一
九
一
七
年
憲
法
第
二
八
条
、
一
九
三
四
年
の
独
占
に
関
す
る
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
、
お
よ
び
一
九
三
六
年
の
憲
法
第

二
八
条
組
織
法
第
四
条
第
Ⅱ
号
に
規
定
す
る
認
可
の
付
与
を
規
律
す
る
命
令
の
試
訳
を
か
か
げ
る
。
翻
訳
は
、
な
る
べ
く
原
文
に
忠

実
と
し
、
止
む
を
得
な
い
箇
所
以
外
は
意
訳
し
て
い
な
い
た
め
、
日
本
語
の
文
章
と
し
て
表
現
に
難
の
あ
る
箇
所
が
あ
る
。
テ
キ
ス

ト
と
し
て
j
f
e
i
i
p
e

l
^
o
p
e
z

K
o
s
a
d
o
｡

K
t

K
e
g
i
m
e
n

C
o
n
s
t
i
t
u
c
i
o
n
a
l

M
e
x
i
c
a
n
o
｡

S
e
g
u
n
d
a

E
d
i
c
i
o
n
｡

C
o
r
r
e
g
i
d
a
y

A
u
m
e
n
t
乱
a
｡

1
9
6
4
。
所
収
の
も
の
に
よ
っ
た
。

　
一
九
一
七
年
憲
法
（
一
九
一
七
年
二
月
五
日
付
）

　
第
二
八
条

　
①
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
国
内
に
は
、
い
か
な
る
種
類
の
独
占
、
専
売
、
税
の
減
免
、
ま
た
産
業
の
保
護
の
名
目
に
よ
る
禁
止
も
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
連
邦
政
府
が
規
律
す
る
貨
幣
の
鋳
造
、
郵
便
、
電
信
、
無
線
電
信
、
単
一
銀
行
に
よ
る
紙
幣
の
発
行
、

一
定
の
期
間
、
著
作
の
複
製
の
た
め
に
著
作
者
お
よ
び
芸
術
家
に
与
え
ら
れ
る
権
利
、
な
ら
び
に
、
発
明
の
排
他
的
使
用
の
た
め
に

発
明
者
お
よ
び
何
ん
ら
か
の
改
良
の
完
成
者
に
与
え
ら
れ
る
権
利
に
関
す
る
も
の
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
〇

　
②
そ
の
結
果
、
法
律
は
、
価
格
の
高
騰
の
実
現
を
目
的
と
す
る
、
必
需
消
費
物
資
の
一
名
も
し
く
は
少
数
者
の
手
中
へ
の
す
べ
て

の
集
中
も
し
く
は
買
占
め
、
生
産
、
工
業
、
商
業
、
も
し
く
は
公
衆
に
対
す
る
役
務
に
お
け
る
自
由
競
争
を
回
避
す
る
、
も
し
く
は

回
避
を
企
図
す
る
一
切
の
行
為
も
し
く
は
手
続
、
方
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
相
互
の
競
争
を
回
避
し
、
消
費
者
に
法
外
な
価
格
の
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支
払
を
強
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
生
産
者
、
工
業
家
、
商
人
、
お
よ
び
運
送
も
し
く
は
そ
の
他
の
何
ん
ら
か
の
役
務
の
企
業

者
の
一
切
の
合
意
も
し
く
は
結
合
、
な
ら
び
に
、
特
定
の
一
名
も
し
く
は
数
名
の
た
め
の
不
当
な
排
他
的
利
益
に
お
い
て
、
公
衆
一

般
も
し
く
は
何
ん
ら
か
の
社
会
階
級
の
侵
害
を
も
た
ら
す
一
切
の
も
の
を
厳
罰
に
処
し
、
か
つ
、
官
公
署
は
、
有
効
に
追
求
す
る
も

の
と
す
る
。

　
③
労
働
者
の
固
有
の
利
益
を
守
る
た
め
に
設
立
さ
れ
る
労
働
者
の
非
営
利
社
団
（
ａ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
）
は
独
占
を
形
成
し
な
い
〇

　
④
自
己
の
利
益
も
し
く
は
一
般
利
益
を
守
る
た
め
、
生
産
地
の
主
要
な
富
の
源
で
あ
る
、
生
活
必
需
品
に
あ
ら
ざ
る
国
産
品
も
し

く
は
工
業
製
品
を
、
外
国
市
場
に
直
接
売
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
生
産
者
の
非
営
利
社
団
も
し
く
は
協
同
組
合
（
Ｓ
・
ｒ
ｄ
ａ
ｄ
ｅ
ｓ

８
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｓ
）
は
独
占
を
構
成
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
非
営
利
社
団
が
連
邦
政
府
も
し
く
は
州
政
府
の
監
督
も
し
く
は
保
護

の
下
に
お
か
れ
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
、
立
法
府
か
ら
付
与
さ
れ
る
事
前
の
認
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

立
法
府
は
、
自
か
ら
の
、
も
し
く
は
政
府
の
発
議
に
基
づ
き
、
公
共
の
必
要
が
あ
る
と
き
、
非
営
利
社
団
の
設
立
の
た
め
に
付
与
し

た
認
可
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
独
占
法
（
に
ｙ
ｄ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｏ
ｓ
）

　
独
占
に
関
す
る
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
（
Ｌ
ｅ
ｙ
　
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｏ
　
２
８
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
　
ｄ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｏ
ｓ
)
二

九
三
四
年
八
月
二
五
日
制
定
一
九
三
四
年
八
月
三
一
日
付
官
報
に
て
公
布
〕

　
第
一
条
〔
独
占
お
よ
び
専
売
の
禁
止
〕

　
憲
法
第
ニ
ハ
染
の
言
言
に
お
い
て
、
独
占
盲
自
ｏ
ｌ
ｌ
）
お
よ
び
専
売
（
Ｑ
Ｅ
ｎ
ａ
）
の
存
在
ぱ
柴
山
」
さ
れ
る
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第
二
条
〔
専
売
の
定
義
〕

　
国
庫
（
i
'
･
o
）
に
利
益
を
も
た
ら
す
た
め
、
国
（
r
i
o
）
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
独
占
が
専
売
と
解
さ
れ
る
。

　
第
三
条
〔
独
占
の
定
義
〕

　
公
衆
一
般
ま
た
は
一
つ
の
社
会
階
層
の
公
衆
を
侵
害
す
る
よ
う
な
、
物
品
の
価
格
ま
た
は
役
務
の
分
担
額
を
特
定
の
一
名
ま
た
は

数
名
の
者
に
強
制
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
商
工
業
の
一
切
の
集
中
（
c
o
n
c
e
n
t
r
a
c
i
o
n
）
　
も
し
く
は
買
占
め
9
c
a
p
a
r
a
m
i
e
n
t
o
)
、

ま
た
は
故
意
に
（
d
e
l
i
b
e
r
a
d
a
m
e
n
t
e
）
設
定
さ
れ
た
状
況
が
、
本
法
の
効
果
の
た
め
に
、
独
占
と
解
さ
れ
る
。

　
第
四
条
〔
独
占
の
存
在
の
推
定
〕

　
別
段
の
証
拠
の
な
い
限
り
、
次
の
場
合
、
独
占
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

　
Ｉ
　
必
需
消
費
物
品
C
a
r
t
i
c
u
l
o
s

d
e
c
o
n
s
u
m
on
e
c
e
s
a
r
i
o
）
の
一
切
の
集
中
ま
た
は
買
占
め
。

　
Ⅱ
　
国
（
り
’
乱
ｏ
）
の
認
可
お
よ
び
規
律
な
し
に
実
施
さ
れ
る
生
産
者
、
工
業
家
、
商
人
、
ま
た
は
役
務
企
業
者
の
一
切
の
合
意

　
　
ま
た
は
結
合
で
あ
っ
て
、
物
品
の
価
格
ま
た
は
役
務
の
分
担
額
の
強
制
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
。

　
Ⅲ
　
故
意
に
設
定
さ
れ
た
商
工
業
ま
た
は
役
務
の
提
供
の
状
況
で
あ
っ
て
、
物
品
の
価
格
ま
た
は
役
務
の
分
担
額
の
強
制
を
可
能

　
　
な
ら
し
め
る
も
の
、

　
第
五
条
〔
独
占
の
企
図
の
推
定
〕

　
次
の
場
合
、
独
占
を
企
図
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
Ｉ
　
生
産
原
価
を
下
ま
わ
っ
て
な
さ
れ
る
物
品
の
販
売
ま
た
は
役
務
の
提
供
。
た
だ
し
、
次
の
事
情
の
い
ず
れ
か
一
つ
が
生
じ
て

　
　
い
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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ａ
　
新
規
の
物
品
ま
た
は
役
務
が
市
場
に
参
入
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
連
邦
政
府
の
認
可
を
受
け
て
い
る
と
き
。

　
ｂ
　
物
品
ま
た
は
役
務
が
市
場
で
値
下
り
し
て
い
る
場
合
。
た
だ
し
、
値
下
り
が
、
販
売
者
自
身
ま
た
は
役
務
の
提
供
者
に
よ

　
　
り
誘
発
さ
れ
て
い
る
と
き
は
除
く
も
の
と
す
る
。

　
ｃ
　
閉
店
（
３
∃
ｏ
ぼ
り
）
、
破
産
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
取
引
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
、
正
当
な
理
由
の
あ
る
そ
の
他
の
事

　
　
情
の
あ
る
場
合
。

１
　
生
産
さ
れ
る
条
件
に
よ
り
、
不
正
競
業
（
ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｕ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｉ
ａ
ｄ
Ｌ
ｌ
）
を
基
礎
に
し
て
、
国
内
で
販
売
で
き
る
よ
う
な
商
品
の

　
輸
入
。

�
　
連
邦
政
府
の
認
可
な
し
に
、
生
産
者
ま
た
は
商
人
が
実
施
す
る
製
品
の
自
発
的
廃
棄
で
あ
っ
て
、
品
不
足
ま
た
は
価
格
の
高

　
騰
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
。

Ⅳ
　
本
法
規
則
に
準
拠
し
た
、
連
邦
政
府
の
認
可
の
な
い
抽
選
に
よ
る
販
売
に
関
す
る
商
業
制
度
。

Ｖ
　
一
定
の
金
銭
ま
た
は
商
品
の
権
利
を
付
与
す
る
引
換
え
券
、
ク
ー
ポ
ン
、
合
い
札
、
ま
た
は
類
似
す
る
物
の
交
付
か
ら
な
る

　
消
費
者
へ
の
割
引
き
で
あ
っ
て
、
本
法
規
則
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
わ
な
い
も
の
。

第
六
条
〔
独
占
の
存
在
の
推
定
の
除
外
〕

次
は
、
第
四
条
に
い
う
規
定
に
包
含
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

Ｉ
　
公
式
に
承
認
さ
れ
た
料
金
表
に
従
っ
て
機
能
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
付
与
さ
れ
た
公
役
務
企
業
（
ｅ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ａ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
i
c
i
o
ｓ

　
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
ｏ
ｓ
）
°

Ⅱ
　
国
（
９
｛
艮
ｏ
｝
が
株
主
ま
た
は
社
員
と
し
て
資
本
参
加
す
る
企
業
。

－150 －



　
第
七
条
〔
連
邦
政
府
の
措
置
〕

　
公
衆
一
般
ま
た
は
一
つ
の
社
会
階
層
の
公
衆
を
侵
害
す
る
よ
う
な
、
物
品
の
価
格
ま
た
は
役
務
の
負
担
額
の
強
制
を
特
定
の
一
名

ま
た
は
数
名
の
者
に
許
す
商
工
業
の
集
中
も
し
く
は
買
占
め
、
ま
た
は
故
意
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
状
況
が
事
実
上
存
在
す

る
と
き
、
連
邦
政
府
は
全
国
経
済
評
議
会
｛
Ｃ
自
左
ｏ
Ｚ
ｌ
ｏ
～
｝
ｄ
Ｑ
９
ｏ
ｎ
ｏ
∃
Ｆ
）
に
諮
問
の
後
、
次
の
措
置
を
と
る
権
限
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

　
Ｉ
　
物
品
の
最
高
価
格
ま
た
は
役
務
の
負
担
額
の
最
高
額
を
定
め
る
こ
と
。

　
Ⅱ
　
物
品
を
保
管
す
る
者
に
、
所
定
の
最
高
価
格
を
越
え
な
い
代
価
で
売
却
す
る
義
務
を
課
す
る
こ
と
。

　
�
　
所
定
の
負
担
額
に
従
っ
て
、
企
業
の
条
件
を
考
慮
し
て
、
必
要
と
み
な
さ
れ
る
役
務
を
公
衆
に
提
供
す
る
義
務
を
課
す
る
こ

　
Ⅳ
　
適
当
と
み
な
さ
れ
る
補
助
金
ま
た
は
税
の
減
免
を
付
与
し
て
、
類
似
の
営
業
、
ま
た
は
工
業
の
開
設
を
助
成
か
つ
促
進
す
る

　
第
八
条
［
必
需
消
費
物
の
措
置
］

　
必
需
消
費
物
の
場
合
、
連
邦
政
府
は
、
そ
の
判
断
に
よ
り
、
市
場
の
状
況
か
ら
必
要
と
す
る
と
き
、
前
条
に
い
う
措
置
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
条
九
条
〔
必
需
消
費
物
の
定
義
〕

　
本
法
規
則
は
、
必
需
消
費
物
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
物
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
第
一
〇
条
【
公
定
価
格
決
定
の
方
法
】
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第
七
条
第
一
項
に
い
う
価
格
を
定
め
る
た
め
に
、
資
本
の
投
下
、
設
備
（
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
己
の
減
価
償
却
（
ａ
ｍ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｚ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
通
常

の
期
間
ま
た
は
減
価
（
ｄ
ｅ
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
要
因
、
営
業
資
金
（
ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｄ
ｅ
　
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
）
’
配
給
お
よ
び
販
売
の
制
度
お
よ
び
条
件
、

そ
の
他
の
如
き
、
産
業
の
経
済
上
の
特
色
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
一
一
条
〔
産
業
保
護
の
名
目
に
よ
る
禁
止
の
禁
止
〕

　
産
業
保
護
の
名
目
に
よ
り
禁
止
（
ｐ
ｒ
ｏ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｃ
ｉ
ｏ
己
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
一
二
条
〔
禁
止
か
ら
の
除
外
〕

　
全
国
経
済
評
議
会
の
意
見
を
聴
取
の
後
、
連
邦
政
府
が
採
択
で
き
る
次
の
措
置
は
、
前
条
に
包
含
さ
れ
る
と
み
な
さ
れ
な
い
。

　
Ｉ
　
過
度
の
競
争
（
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｃ
ｉ
ａ
　
ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｓ
ｉ
ｖ
ａ
）
が
労
働
者
の
賃
金
の
引
下
げ
、
ま
た
は
公
衆
一
般
も
し
く
は
一
つ
の
社
会
階
層
に

　
　
侵
害
を
も
た
ら
す
危
険
の
あ
る
と
き
、
特
定
の
生
産
部
門
に
お
け
る
新
規
活
動
の
創
始
を
規
律
す
る
こ
と
。

　
Ⅱ
　
内
外
の
需
要
と
の
関
係
に
お
い
て
特
定
物
の
生
産
が
過
大
で
あ
り
、
生
産
過
剰
の
危
険
が
生
じ
、
公
衆
一
般
、
ま
た
は
一
つ

　
　
の
社
会
階
層
を
侵
害
す
る
場
合
、
特
定
物
の
生
産
を
制
限
す
る
こ
と
。

　
Ⅲ
　
必
需
消
費
物
を
、
通
常
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
と
異
な
る
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
が
、
市
場
に
お
け
る
品
不
足
お
よ
び
価
格

　
　
の
高
騰
を
も
た
ら
す
場
合
、
異
な
る
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
。

　
Ⅳ
　
独
占
の
危
険
、
ま
た
は
、
重
大
な
経
済
的
混
乱
の
お
そ
れ
を
生
ず
る
産
業
統
合
（
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
）
を
禁
止
す
る
こ

　
Ｖ
　
本
法
第
五
条
第
二
項
に
包
含
さ
れ
る
場
合
の
輸
入
を
回
避
す
る
こ
と
。
国
の
経
済
上
の
必
要
が
要
求
す
る
、
ま
た
は
国
際
条

　
　
約
も
し
く
は
協
定
の
履
行
の
た
め
必
要
な
場
合
、
特
定
の
物
品
の
輸
入
お
よ
び
輸
出
を
制
限
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
割
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当
額
は
、
利
害
関
係
者
の
間
で
鞍
分
比
例
で
分
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
一
三
条
〔
税
の
免
除
の
定
義
〕

　
条
件
の
等
し
い
残
り
の
納
税
者
に
適
用
さ
れ
る
税
の
納
付
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
減
免
す
る
、
ま
た
は
す
で
に
課
せ
ら
れ
た
組

税
を
特
別
に
減
免
す
る
場
合
、
税
の
免
除
（
e
x
e
n
c
i
o
n

d
e
i
m
p
u
e
s
t
o
s
）
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
第
一
四
条
〔
税
の
免
除
に
該
当
し
な
い
場
合
〕

　
次
は
税
の
免
除
と
解
さ
れ
な
い
。

　
Ｉ
　
憲
法
第
二
八
条
第
四
項
の
条
件
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
メ
キ
シ
コ
国
民
の
非
営
利
社
団
も
し
く
は
協
同
組
合
に
、
本
法
規
則
の

　
　
条
件
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
輸
出
奨
励
金
お
よ
び
補
助
金
。

　
Ⅱ
　
第
七
条
第
四
号
に
包
含
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
国
民
の
企
業
（
e
m
p
r
e
s
a
s
）
に
付
与
さ
れ
る
補
助
金
お
よ
び
特
典
。

　
�
　
企
業
者
の
、
お
よ
び
消
費
者
の
組
織
化
、
ま
た
は
生
産
の
合
理
化
の
促
進
の
た
め
、
な
ら
び
に
、
国
の
経
済
の
計
画
化
に
不

　
　
可
欠
で
あ
る
こ
と
の
故
に
連
邦
政
府
の
発
す
る
命
令
（
F
･
l
o
）
に
よ
り
国
家
の
利
益
に
関
す
る
と
宣
言
さ
れ
る
産
業
の
創
始

　
　
の
た
め
に
、
一
般
的
性
格
の
規
定
に
従
っ
て
付
与
さ
れ
る
税
の
減
免
お
よ
び
補
助
金
。

　
第
一
五
条
〔
事
業
者
の
資
料
屈
出
義
務
〕

　
①
　
農
業
、
工
業
も
し
く
は
商
業
活
動
に
、
ま
た
は
役
務
の
提
供
に
従
事
す
る
者
は
、
規
則
の
定
め
る
条
件
の
下
で
、
本
法
の
履

　
　
行
の
た
め
に
必
要
な
資
料
を
連
邦
政
府
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②
　
官
公
署
（
d
e
p
e
n
d
e
n
c
i
a
s

o
f
i
c
i
a
l
e
s
）
は
、
右
の
目
的
の
た
め
に
請
求
さ
れ
た
資
料
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
六
条
〔
秘
密
保
持
義
務
〕
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本
法
お
よ
び
本
法
規
則
の
履
行
に
関
与
す
る
一
切
の
公
務
員
（
ｆ
ｕ
ｎ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｓ
　
ｙ
　
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｄ
ｏ
ｓ
）
は
、
民
間
人
の
提
出
し
た
申
告
書
お

よ
び
資
料
に
関
し
て
絶
対
的
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
書
面
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
。
利
害
関
係
人
の
特
別
の
認
可
な
し
に
、

業
務
行
為
以
外
の
行
為
に
お
い
て
右
の
申
告
書
お
よ
び
資
料
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
七
条
〔
協
力
機
関
の
設
置
〕

　
連
邦
政
府
は
、
本
法
お
よ
び
本
法
規
則
の
諸
規
定
の
履
行
に
お
い
て
協
力
す
る
た
め
、
公
務
員
お
よ
び
民
間
人
に
よ
る
構
成
が
可

能
で
あ
る
、
諮
問
か
つ
執
行
の
機
関
を
創
設
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
一
八
条
〔
検
査
実
施
の
命
令
〕

　
連
邦
政
府
は
、
個
々
の
規
則
の
定
め
る
条
件
に
お
い
て
生
産
者
お
よ
び
配
給
者
に
検
査
（
m
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
実
施
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
第
一
九
条
〔
独
占
お
よ
び
専
売
の
罪
〕

　
①
　
本
法
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
禁
止
に
違
反
す
る
者
に
、
行
政
手
続
に
よ
り
（
ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
）
’
一
〇
〇
ペ
ソ
な
い
し

五
〇
、
〇
〇
〇
ペ
ソ
の
科
料
（
日
限
防
）
を
課
す
る
も
の
と
し
、
同
時
に
、
違
反
を
犯
か
し
た
商
工
業
、
ま
た
は
そ
の
他
の
営
業
所
の

九
〇
日
間
の
閉
鎖
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
②
　
再
犯
の
場
合
、
前
項
に
い
う
閉
鎖
は
永
久
的
の
も
の
と
す
る
。

　
第
二
〇
条
〔
独
占
の
推
定
の
場
合
の
手
続
〕

　
第
四
条
に
定
め
る
独
占
の
推
定
が
存
在
す
る
場
合
、
異
議
（
ｄ
ｅ
｛
ｅ
ほ
Ｑ
｝
を
申
立
て
る
た
め
三
〇
日
の
期
間
が
関
係
者
に
与
え
ら
れ
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る
も
の
と
す
る
。
異
議
の
申
立
が
有
効
で
な
く
、
ま
た
は
根
拠
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
き
、
独
占
の
場
合
に
適
用
さ
れ

る
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
一
条
〔
独
占
を
企
画
す
る
行
為
の
罪
〕

　
独
占
の
形
成
を
企
画
す
る
行
為
は
、
独
占
の
場
合
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
罰
金
を
も
っ
て
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
し
て
、

行
政
手
続
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
二
条
〔
公
定
価
格
違
反
の
罪
〕

　
第
八
条
に
準
拠
し
て
定
め
ら
れ
る
最
高
価
格
を
越
え
る
価
格
に
よ
る
必
需
消
費
物
と
み
な
さ
れ
る
物
品
の
販
売
、
お
よ
び
第
七
条

第
二
号
に
準
拠
し
て
と
ら
れ
た
措
置
の
不
遵
守
は
第
一
九
条
の
条
件
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
す
る
〇
た
だ
し
、
金
銭
罰
を
除
く

も
の
と
し
、
そ
れ
は
二
〇
ペ
ソ
な
い
し
五
〇
、
〇
〇
〇
ペ
ソ
と
す
る
。

　
第
二
三
条
〔
屈
出
義
務
違
反
の
罪
〕

　
第
一
五
条
に
定
め
る
資
料
を
提
供
し
な
い
民
間
人
、
ま
た
は
虚
偽
の
資
料
を
提
供
す
る
者
に
、
初
犯
の
場
合
は
一
〇
〇
ペ
ソ
な
い

し
二
〇
、
〇
〇
〇
ペ
ソ
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
、
再
犯
の
場
合
は
、
営
業
所
の
一
時
的
も
し
く
は
永
久
的
閉
鎖
に
つ
き
定
め
る
第
一
九

条
に
従
っ
て
手
続
が
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
四
条
【
秘
密
保
持
義
務
違
反
の
罪
】

　
第
一
六
条
に
違
反
す
る
公
務
員
は
そ
の
職
務
を
解
か
れ
、
か
つ
、
刑
法
典
が
機
密
漏
洩
の
罪
に
つ
き
定
め
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

　
　
　
暫
定
規
定
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第
一
条

　
本
法
規
則
が
制
定
さ
れ
ぬ
間
、
独
占
に
関
す
る
憲
法
第
二
八
条
を
旅
行
す
る
一
九
三
一
年
八
月
一
八
日
法
、
お
よ
び
同
法
改
正
法

に
準
拠
し
て
、
そ
の
性
格
を
も
つ
も
の
が
必
需
消
費
物
と
解
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
条

　
本
法
第
七
条
お
よ
び
第
一
二
条
の
効
果
の
た
め
、
全
国
経
済
評
議
会
の
欠
け
る
場
合
、
連
邦
政
府
は
、
関
係
部
門
に
関
し
、
認
め

ら
れ
た
機
関
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
条

　
前
記
の
一
九
三
一
年
八
月
一
八
日
法
は
廃
止
す
る
。
同
法
規
則
は
、
本
法
規
則
が
制
定
さ
れ
ぬ
間
、
本
法
に
牴
触
し
な
い
限
り
、

引
続
き
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
第
四
条
第
Ⅱ
号
に
規
定
す
る
認
可
付
与
を
規
律
す
る
命
令
（
D
e
c
r
e
t
o

q
u
e

R
e
g
l
a
m
e
n
t
a

e
l

O
t
o
r
g
a
m
i
-

e
n
t
o
d
e

l
a
s

A
u
t
o
r
i
z
a
c
i
o
n
e
s

a

q
u
e

s
e

R
e
f
i
e
r
e

l
a

F
r
a
c
c
i
o
n

I
T

d
e
l

A
r
t
i
c
u
l
o

4
｡
d
e

l
a

L
e
y
O
r
g
a
n
i
c
a

d
e
l

A
r
t
i
c
u
l
o

2
8

C
o
n
S
{
ざ
叱
o
口
巴
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
三
六
年
二
月
一
日
付
官
報
所
収
）

　
第
一
条

　
達
邦
憲
法
第
二
八
条
組
織
法
第
四
条
第
Ⅱ
号
に
い
う
認
可
を
得
ん
と
す
る
商
人
、
生
産
者
、
工
業
家
も
し
く
は
役
務
企
業
者
、
お
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よ
び
組
織
体
（
ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
）
は
、
経
済
省
（
Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｒ
ｌ
ａ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ａ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
）
に
、
直
接
も
し
く
は
個
々
の
官
公
署
を
経

由
し
て
、
設
立
済
も
し
く
は
将
来
設
立
す
る
組
織
体
の
設
立
お
よ
び
運
用
に
関
す
る
基
本
原
則
お
よ
び
そ
の
他
の
規
則
を
記
載
す
る

文
書
を
添
付
し
た
申
諸
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
条

　
①
　
提
出
を
受
け
た
申
請
書
お
よ
び
書
類
の
調
査
か
ら
、
案
件
が
法
第
四
条
第
Ⅱ
号
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
場
合
、

経
済
省
は
、
認
可
を
申
請
し
た
組
織
体
が
次
の
目
的
の
一
つ
以
上
を
有
す
る
と
き
、
認
可
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｉ
　
物
品
も
し
く
は
役
務
の
値
引
き
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
生
産
も
し
く
は
配
給
の
技
術
の
改
善
を
達
成
す
る
こ
と
。

　
Ⅱ
　
価
格
の
低
減
を
可
能
な
ら
し
め
る
、
商
工
業
ま
た
は
役
務
の
完
成
。

　
�
　
生
産
、
取
引
も
し
く
は
役
務
の
低
価
お
よ
び
価
格
の
低
減
の
実
現
の
た
め
の
仲
介
者
の
廃
止
。

　
Ⅳ
　
一
も
し
く
は
数
箇
の
物
品
も
し
く
は
役
務
の
生
産
、
配
給
お
よ
び
消
費
の
、
価
格
の
不
当
な
高
騰
を
伴
わ
な
い
規
制
も
し
く

　
　
は
合
理
化
。

　
Ｖ
　
価
格
の
不
当
な
高
騰
を
伴
わ
な
い
破
滅
的
も
し
く
は
不
正
の
競
業
の
根
絶
。

　
Ⅵ
　
新
規
工
業
も
し
く
は
商
業
の
新
設
。

　
Ⅶ
　
全
体
に
有
用
も
し
く
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
的
条
件
に
ょ
り
消
失
し
よ
う
と
し
て
い
る
商
工
業
活
動
、
も
し
く
は
公

　
　
役
務
の
保
存
。

　
可
　
分
類
お
よ
び
品
質
に
関
す
る
規
準
、
ま
た
は
商
業
倫
理
規
程
（
ｒ
ｅ
ｇ
ｌ
ａ
ｓ
ｄ
Ｑ
氏
良
・
ｏ
∃
ａ
・
回
）
の
採
択
ま
た
は
設
定
。

　
Ⅸ
　
国
内
の
消
費
の
侵
害
を
と
も
な
わ
な
い
国
産
品
の
輸
出
。
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Ｘ
　
そ
の
性
質
上
、
価
格
強
制
が
可
能
で
あ
る
が
、
公
衆
の
侵
害
に
お
い
て
、
強
制
が
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
そ

　
　
の
他
の
活
動
。

　
②
　
本
条
に
い
う
認
可
は
、
法
第
五
条
第
Ｉ
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
を
妨
げ
な
い
。

　
第
三
条

　
組
織
体
の
目
的
が
何
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
経
済
省
は
、
適
当
と
み
な
す
と
き
、
当
該
物
品
も
し
く
は
役
務
の
最
高
価
格
を
定
め

る
こ
と
が
応
諾
さ
れ
た
場
合
、
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
条

　
①
　
認
可
の
手
続
が
な
さ
れ
る
場
合
、
経
済
省
は
、
認
可
に
際
し
て
、
当
該
組
織
体
に
つ
き
留
保
さ
れ
る
干
渉
の
権
限
（
f
a
c
u
l
t
a
d
e
s

d
e

i
n
t
e
r
v
e
n
c
i
o
n
）
を
認
可
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

　
②
　
生
産
者
団
体
（
a
g
r
u
p
a
c
i
o
n
e
s

d
e

p
r
o
d
u
c
t
o
r
e
s
）
の
場
合
、
認
可
は
、
次
の
基
準
に
従
っ
て
付
与
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
Ｉ
　
定
款
の
要
件
（
r
e
q
u
i
s
i
t
o
s

e
s
t
a
t
u
t
a
r
i
o
s
）
を
満
足
す
る
す
べ
て
の
生
産
者
は
生
産
者
団
体
に
加
入
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の

　
　
と
す
る
。

　
Ⅱ
　
生
産
者
団
体
は
営
利
の
目
的
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
生
産
者
団
体
は
公
益
有
限
責
任
・
可
変
資
本
会
社
（
S
F
i
d
d
e

r
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
d
a
d
l
i
m
i
t
a
d
a
d
e

i
n
t
e
r
e
s
p
u
b
l
i
c
o
）
、
ま
た

　
は
商
法
も
し
く
は
民
法
の
認
め
る
そ
の
他
の
形
態
の
会
社
の
一
つ
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
�
　
一
つ
の
連
邦
構
成
行
政
区
画
（
u
n
a

e
n
t
i
d
乱
f
e
d
e
r
a
t
i
v
a
）
の
生
産
者
全
員
を
包
含
す
る
州
の
団
体
を
設
立
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
は
、
該
行
政
区
画
間
に
代
表
事
務
所
（
d
e
l
e
g
a
c
i
o
n
e
s
）
も
し
く
は
支
部
（
品
ａ
・
Ｆ
）
を
設
置
す
る
権
限
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を
も
つ
も
の
と
す
る
。

Ⅳ
　
州
団
体
が
二
つ
以
上
存
在
す
る
と
き
、
同
一
物
品
の
全
国
生
産
者
連
合
石
器
o
n

J
N
a
c
i
o
n
a
l

d
e
P
r
o
d
u
c
t
o
r
e
s
）
が
設
立
さ
れ

　
る
。
州
団
体
が
存
し
な
い
場
合
、
二
以
上
の
連
邦
行
政
区
画
の
生
産
者
に
よ
り
、
全
国
連
合
を
直
接
設
立
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。
こ
の
場
合
、
連
合
は
、
適
当
と
み
な
す
地
に
代
表
事
務
所
も
し
く
は
支
部
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

Ｖ
　
生
産
者
団
体
は
、
生
産
配
分
計
画
を
作
成
し
、
か
つ
輸
出
に
関
し
決
議
す
る
た
め
、
構
成
員
に
生
産
の
最
高
割
当
て
を
指
示

　
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
全
国
連
合
の
存
す
る
場
合
、
こ
れ
が
生
産
者
団
体
に
指
示
す
る
割
当
て
を
考
慮
し
て
、
ま
た
は
、
全
国
連
合
の
存
し
な
い
場

合
、
経
済
省
の
指
示
す
る
割
当
て
の
枠
内
で
、
生
産
者
団
体
は
そ
の
構
成
員
に
割
当
て
額
を
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
何
ん
ら
か
の
理
由
に
ょ
り
、
州
団
体
が
構
成
員
に
相
応
す
る
生
産
割
当
額
を
決
定
し
な
い
と
き
、
経
済
省
が
そ
の
指
定
を
な
す

も
の
と
す
る
。

　
経
済
省
は
、
当
該
物
品
の
生
産
可
能
数
量
を
生
産
者
全
国
連
合
に
指
示
し
、
全
国
連
合
は
、
構
成
団
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
割
当

て
額
を
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
何
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
全
国
連
合
が
構
成
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
を
指
定
し
な
い
と
き
、
経
済
省
が
指
定
す
る
も
の
と

す
る
。

Ⅵ
　
州
団
体
も
し
く
は
全
国
連
合
に
加
入
す
る
生
産
者
は
、
生
産
物
を
販
売
の
た
め
、
所
属
す
る
団
体
に
引
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
〇
そ
し
て
州
団
体
は
、
加
入
生
産
者
か
ら
受
取
っ
た
生
産
物
を
全
国
連
合
に
同
じ
目
的
の
た
め
に
引
渡
す
も
の
と
す
る
。

Ⅶ
　
加
入
生
産
者
に
付
与
さ
れ
る
べ
き
補
助
金
お
よ
び
そ
の
他
の
特
典
は
、
州
団
体
ま
た
は
全
国
連
合
を
経
由
し
て
常
に
与
え
ら
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れ
る
も
の
と
す
る
。

　
冨
　
経
済
省
は
、
州
団
体
お
よ
び
全
国
連
合
監
督
評
議
会
（
ｃ
自
亙
ｏ
ｄ
Ｑ
ｙ
ｄ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｓ
　
Ａ
ｇ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
　
Ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｙ

　
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｓ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
）
の
委
員
の
一
名
を
指
名
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
は
、
施
行
前
に
、

　
　
経
済
省
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
五
条

　
留
保
さ
れ
る
干
渉
が
価
格
の
決
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
経
済
省
の
判
断
に
ょ
り
必
要
と
認
め
る
と
き
、
場
合
に
よ
り
、

そ
の
た
め
に
定
め
ら
れ
る
期
間
内
に
、
組
織
体
に
事
前
に
諮
問
し
て
、
そ
の
最
高
価
格
を
指
定
す
る
こ
と
に
干
渉
は
限
ら
れ
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
必
需
消
費
物
に
関
し
て
、
本
法
第
八
条
が
付
与
す
る
権
限
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
六
条

　
経
済
省
は
、
認
可
の
付
与
に
際
し
て
、
組
織
体
に
干
渉
す
る
権
限
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
組
織
体
が
そ
の
理
由
も
し
く
は
取

締
役
（
ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｏ
　
ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
）
に
支
払
わ
れ
る
俸
給
も
し
く
は
報
酬
を
認
可
し
、
か
つ
管
理
費
用
に
関
す
る
意
見
を
開
陳

す
る
権
限
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
七
条

　
経
済
省
は
、
申
請
組
織
体
が
国
家
経
済
に
と
り
有
益
で
あ
り
、
そ
の
運
営
お
よ
び
安
定
の
た
め
に
援
助
を
必
要
と
す
る
と
み
な
す

と
き
、
認
可
の
付
与
に
際
し
て
、
必
要
と
み
な
す
特
典
お
よ
び
補
助
金
を
、
認
可
に
記
載
し
て
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
八
条

　
①
　
何
時
で
も
、
経
済
省
は
、
そ
の
判
断
に
ょ
り
、
認
可
し
た
目
的
よ
り
組
織
体
が
離
れ
て
い
る
、
ま
た
は
憲
法
第
ニ
ハ
染
組
織
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法
、
同
法
規
則
の
規
定
、
も
し
く
は
経
済
省
が
同
規
則
に
よ
り
開
陳
す
る
意
見
に
そ
の
運
用
が
反
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
、
組
織
体

に
付
与
さ
れ
る
認
可
、
ま
た
は
補
助
金
お
よ
び
特
典
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
　
付
与
し
た
認
可
、
ま
た
は
補
助
金
お
よ
び
特
典
の
取
消
し
前
に
、
経
済
省
は
、
当
該
組
織
体
に
、
関
係
法
規
、
も
し
く
は
開

陳
し
た
意
見
に
そ
の
行
為
を
適
合
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
異
議
を
申
立
て
る
こ
と
を
、
そ
の
た
め
に
慎
重
に
定
め
る
、
一
五
日

を
下
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
内
に
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。
定
め
ら
れ
た
期
間
が
経
過
す
る
と
、
経
済
省
は
、
手
続
中
の
決

定
を
発
す
る
。

　
第
一
〇
条

　
認
可
を
受
け
た
組
織
体
は
、
そ
の
目
的
に
関
し
展
開
業
務
、
当
該
物
品
も
し
く
は
役
務
の
価
格
、
製
造
原
価
、
な
ら
び
に
取
締
役

へ
の
俸
給
も
し
く
は
報
酬
の
名
目
に
よ
り
な
さ
れ
た
出
費
の
詳
細
に
関
す
る
報
告
書
を
６
ヵ
月
毎
に
経
済
省
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
第
一
一
条

　
経
済
省
は
、
い
か
な
る
時
で
も
、
認
可
を
受
け
る
組
織
体
の
進
行
お
よ
び
運
用
に
関
し
適
切
と
み
な
す
報
告
書
を
、
請
求
す
る
検

査
官
（
m
s
p
e
c
t
o
r
e
s
）
に
送
付
す
る
権
限
を
有
す
る
。

　
　
　
暫
時
規
定

　
第
一
条

　
本
命
令
は
連
邦
官
報
に
公
告
の
日
か
ら
発
効
す
る
。
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四

　
以
上
、
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制
を
簡
単
に
素
描
し
た
。
次
に
、
感
想
を
一
言
し
て
、
し
め
く
く
り
と
し
よ
う
。

　
メ
キ
シ
コ
の
反
独
占
法
制
は
、
そ
の
憲
法
の
反
独
占
の
明
確
な
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
緩
和
の
方
向
に
す
っ
か
り
傾
斜

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
の
経
済
は
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
り
、
外
資
な
い
し
外
国
企
業
の
支
配
な
い
し
依
存

か
ら
の
脱
却
が
、
そ
の
工
業
化
の
進
展
と
と
も
に
、
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
混
合
経
済
の
国
と
言
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
反
独
占
法
制
の
評
価
は
、
先
進
諸
国
の
そ
れ
と
同
じ
基
準
に
よ
る
べ
き
で
は
な
く
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
経
済
体
制
に
お

い
て
位
置
づ
け
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
の
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
別
稿

で
と
り
あ
げ
た
い
。
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